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１．2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 11,405 9.6 △76 ─ 275 ─ 126 ─
2021年3月期第1四半期 10,407 △23.8 △186 ─ △194 ─ △246 ─

(注)包括利益 2022年3月期第1四半期 210 百万円 ( ─％) 2021年3月期第1四半期 △111 百万円 ( ─％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 19.66 ─
2021年3月期第1四半期 △38.32 ─
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 51,136 27,652 54.1

2021年3月期 50,332 27,751 55.1

(参考) 自己資本 　2022年3月期第1四半期 27,652 百万円 2021年3月期 27,751 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ─ 0.00 ─ 50.00 50.00

2022年3月期 ─

2022年3月期(予想) 0.00 ─ 50.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 23,600 3.0 0 △100.0 200 △68.1 100 △82.9 15.54

通期 48,500 △0.1 500 △53.3 1,000 △61.6 700 △63.5 108.76

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年3月期1Ｑ 7,500,000株 2021年3月期 7,500,000株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Ｑ 1,064,260株 2021年3月期 1,064,036株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Ｑ 6,435,842株 2021年3月期1Ｑ 6,436,966株

(注) 自己株式数については、「株式給付信託(BBT)」制度に係る信託財産として、株式会社日本カストディ銀行(信

託E口)が保有している当社株式が含まれております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルスがワクチン接種の広がりにより感染拡大に

一定の歯止めがかけられ、全体としては回復軌道に向かい始めました。一方で各国のワクチン接種の普及状況には

格差があり、変異ウイルスの感染拡大や米中対立の激化等のリスク要因も残存し、依然として不透明な状況が続い

ております。

当電子部品業界におきましては、車載、情報通信、産業機器の各市場において新型コロナウイルス感染状況が一

旦の落ち着きを見せたこともあり、受注は総じて好調に推移することとなりましたが、半導体と部材（原材料）の

調達難が先行きを不透明にしております。

車載市場では中国、米国を中心に世界全体で自動車生産が回復し、受注が好調に推移しましたが、一方で、半導

体不足による自動車の減産リスクが懸念されております。情報通信市場はスマートフォン、タブレットなどの受注

が高水準を継続しましたが、足元では一部顧客の前倒し発注に伴う発注調整などの動きも見受けられます。

当社におきましても新型コロナウイルス感染対策を徹底するとともに部材調達と在庫管理を徹底し、積極的な新

製品の投入とコスト削減に努めた結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は114億５百万円(前年同期比9.6％

増)、営業損失は７千６百万円(前年同期は営業損失１億８千６百万円)となりました。経常利益は２億７千５百万

円(前年同期は経常損失１億９千４百万円)、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億２千６百万円(前年同期は

親会社株主に帰属する四半期純損失２億４千６百万円)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりです。

(ＣＳ事業部)

コネクタは、情報通信市場においては、リモートワークやオンライン授業の拡大に伴い米国得意先タブレット用

は好調を継続しましたが、スマートフォン用が一部中国得意先の減産等により減少し、情報通信市場全体では前年

を下回りました。車載市場では世界的な自動車生産の回復を追い風にカメラ用を中心に高水準の受注を持続し、前

年を大きく上回る結果となりました。家電市場においては、ゲーム機用やＴＶ用新規コネクタが引き続き好調に推

移し、前年を上回りました。

この結果、当事業の売上高は48億３千５百万円(前年同期比15.4％増)、営業利益は２億１千８百万円(前年同期

比10.4％増)となりました。

(ＳＣＩ事業部)

家電市場においてリモコンは、サニタリー用、エアコン用、住宅設備用は前年を上回りましたが、セットトップ

ボックス用が減少し、家電市場全体では前年を下回りました。車載市場においては、中国や米国を中心に自動車生

産が回復したことにより、カメラモジュールなどのユニットとタッチセンサーの受注が回復し、前年を上回る結果

となりました。情報通信市場においては、スマートフォン、ウェアラブル用スイッチが堅調で前年を上回りまし

た。

この結果、当事業の売上高は64億９千７百万円(前年同期比5.8％増)、営業損失は２億３千４百万円(前年同期は

営業損失３億１千２百万円)となりました。

(開発センター)

開発センターの主力事業、無線通信モジュールの売上の中心であるBluetooth®モジュールにおいて決済端末用、

モバイルプリンター用が減少し、前年を下回りました。

この結果、当事業の売上高は７千２百万円(前年同期比7.6％減)、営業損失は６千万円(前年同期は営業損失６千

８百万円)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.6％増加し、290億８千３百万円となりました。これは、商品及び製品

が３億８千７百万円、原材料及び貯蔵品が５億２千３百万円それぞれ増加し、現金及び預金が３億８千７百万円減

少したことなどによります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.9％増加し、220億５千２百万円となりまし

た。これは、有形固定資産が４億５千９百万円増加し、投資その他の資産が１億６千８百万円増加したことなどに

よります。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.6％増加し、511億３千６百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて4.2％増加し、161億４千９百万円となりました。これは、支払手形及び

買掛金が１億１千４百万円、短期借入金が６億７千万円それぞれ増加したことなどによります。固定負債は、前連

結会計年度末に比べて3.5％増加し、73億３千３百万円となりました。これは、長期借入金が３億４千８百万円減少

し、その他固定負債が５億８千４百万円増加したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて4.0％増加し、234億８千３百万円となりました。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.4％減少し、276億５千２百万円となりました。これは、利益剰余金

が１億８千１百万円減少したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期第２四半期(累計)及び通期の連結業績予想につきましては、2021年４月27日公表のとおりであり、

変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,799 8,411

受取手形及び売掛金 11,242 10,377

電子記録債権 1,325 1,686

商品及び製品 2,721 3,108

仕掛品 707 839

原材料及び貯蔵品 3,118 3,641

その他 1,050 1,079

貸倒引当金 △61 △61

流動資産合計 28,903 29,083

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,888 4,742

土地 5,939 5,924

その他（純額） 4,574 5,195

有形固定資産合計 15,403 15,863

無形固定資産

その他 93 89

無形固定資産合計 93 89

投資その他の資産

その他 6,016 6,185

貸倒引当金 △84 △85

投資その他の資産合計 5,931 6,100

固定資産合計 21,428 22,052

資産合計 50,332 51,136
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,029 5,144

短期借入金 6,122 6,792

未払金 1,775 1,633

未払法人税等 330 266

賞与引当金 716 338

役員賞与引当金 28 ─

その他 1,495 1,975

流動負債合計 15,498 16,149

固定負債

長期借入金 5,180 4,832

役員退職慰労引当金 147 153

退職給付に係る負債 61 67

役員株式給付引当金 14 17

その他 1,678 2,262

固定負債合計 7,082 7,333

負債合計 22,580 23,483

純資産の部

株主資本

資本金 7,996 7,996

資本剰余金 12,057 12,057

利益剰余金 13,241 13,059

自己株式 △4,394 △4,395

株主資本合計 28,900 28,717

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 288 337

繰延ヘッジ損益 △7 △6

為替換算調整勘定 △1,997 △1,926

退職給付に係る調整累計額 568 529

その他の包括利益累計額合計 △1,149 △1,065

純資産合計 27,751 27,652

負債純資産合計 50,332 51,136
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 10,407 11,405

売上原価 8,827 9,647

売上総利益 1,579 1,757

販売費及び一般管理費 1,766 1,833

営業損失（△） △186 △76

営業外収益

受取利息 7 5

受取配当金 25 27

不動産賃貸料 266 265

雇用調整助成金 13 89

その他 71 153

営業外収益合計 383 541

営業外費用

支払利息 29 39

不動産賃貸原価 137 126

為替差損 183 14

その他 40 9

営業外費用合計 391 190

経常利益又は経常損失（△） △194 275

特別利益

固定資産売却益 0 10

特別利益合計 0 10

特別損失

固定資産売却損 0 27

固定資産除却損 26 19

投資有価証券評価損 0 ─

特別損失合計 27 46

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△221 239

法人税、住民税及び事業税 39 73

法人税等調整額 △9 38

法人税等合計 29 112

四半期純利益又は四半期純損失（△） △251 126

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △4 ─

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△246 126
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △251 126

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 103 49

繰延ヘッジ損益 1 1

為替換算調整勘定 19 71

退職給付に係る調整額 15 △38

その他の包括利益合計 140 84

四半期包括利益 △111 210

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △106 210

非支配株主に係る四半期包括利益 △4 ─
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等を

当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、一部の子会社において、従来は製品の出荷時点で収益を認識しておりましたが、製品の引渡時点で収

益を認識する方法に変更しております。なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取

扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時まで

の期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。また、当社の有償支給取引において、従来

は支給品の譲渡時に収益を認識しておりましたが、支給品の買い戻し時に加工代相当額を収益として認識する方法に

変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は57百万円減少し、売上原価は55百万円減少し、営業利益及び経常

利益はそれぞれ2百万円減少し、当期純利益は1百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は15百万円

増加しております。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。)等

を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」(企業

会計基準第10号 2019年７月４日)第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額ＣＳ事業部 ＳＣＩ事業部

開発
センター

計

　売上高

外部顧客への売上高 4,190 6,138 78 10,406 0 10,407

　セグメント間の内部売上
　高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 4,190 6,138 78 10,406 0 10,407

セグメント利益又は損失(△)
(営業損失)

198 △312 △68 △183 △3 △186

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他部品事業、リース事業、不動産

賃貸事業及び労働者派遣事業を含んでおります。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額ＣＳ事業部 ＳＣＩ事業部

開発
センター

計

　売上高

　外部顧客への売上高 4,835 6,497 72 11,404 0 11,405

　セグメント間の内部売上
　高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 4,835 6,497 72 11,404 0 11,405

セグメント利益又は損失(△)
(営業損失)

218 △234 △60 △76 0 △76

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他部品事業、リース事業、不動産

賃貸事業及び労働者派遣事業を含んでおります。

　 ２．報告セグメントの変更等に関する情報

(報告セグメントの変更)

第１四半期連結会計期間より、2021年４月１日付で実施した組織再編に伴い、従来「その他」の区分に含め

ていたその他部品事業の一部を「開発センター」の区分に含めております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分及び算定方

法に基づき作成しております。

(会計方針の変更)

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しており

ます。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「ＣＳ事業部」の売上高は25百万円減

少、セグメント利益は0百万円増加し、「ＳＣＩ事業部」の売上高は31百万円減少、セグメント利益は3百万円

減少しております。
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３．補足情報

受注及び販売の状況(市場別)

①受注実績

（単位：百万円、％）

市場別

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

情報通信 2,266 24.8 2,510 18.6 244 10.8

家電 4,256 46.5 5,105 37.9 849 20.0

車載 1,887 20.7 4,341 32.2 2,453 130.0

産機・その他 730 8.0 1,520 11.3 789 108.1

合計 9,140 100.0 13,478 100.0 4,337 47.5

市場別

(参考)前連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

金額 構成比

情報通信 10,759 22.3

家電 18,645 38.5

車載 15,209 31.4

産機・その他 3,781 7.8

合計 48,396 100.0

②販売実績

（単位：百万円、％）

市場別

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

情報通信 2,457 23.6 2,311 20.3 △146 △6.0

家電 4,610 44.3 4,218 37.0 △392 △8.5

車載 2,414 23.2 3,990 35.0 1,576 65.3

産機・その他 924 8.9 885 7.7 △39 △4.3

合計 10,407 100.0 11,405 100.0 998 9.6

市場別

(参考)前連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

金額 構成比

情報通信 10,635 21.9

家電 19,199 39.5

車載 14,819 30.6

産機・その他 3,906 8.0

合計 48,560 100.0
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